
植村企業グループ　安全スローガン

安全衛生推進者：上村 孝文（高城）、薗畠 正光（阿久根）、安留 圭一郎（みゆき）

危険物取扱者(乙4)：塩屋 亮（検査）、亀井 誠（国分）

万歳三唱の音頭を取る東別府社長
　　　　みんなで広げよう安全の輪 】

その節目の年に安全大会の担当会社となるのは、ガイア

テックです。安全大会の最後は来年の担当会社の社長が

万歳三唱の音頭を取ることが通例となっており、今年は

東別府社長が万歳三唱の音頭を取られました。
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 そして来年、植村企業グループの安全大会は50回目の節目

を迎えます。

は出席された方に聞いてみて下さい。

　【 アンテナはって危険予知

大西社長・齋藤社長と役員の方々

植村会長より表彰を受けるコマツカスタマーサポート 齋藤 和志 社長(左)・川内火薬店 大西 美穂 社長(右)

【 今年は、コマツカスタマーサポート㈱さんと(有)川内火薬店さんが協力業者表彰!!】

免許・資格取得者紹介

 令和最初の植村企業グループの安全大会が、6月28日に

ホテルグリーンヒルで開催されました。この安全大会は、今年

で49回を数える植村企業グループの伝統行事であります。

 今年の安全大会では、ガイアテックから9名の方々が優良運転

者や永年勤続の表彰を受けました。また、ガイアテックの協力

業者として、コマツカスタマーサポート株式会社九州沖縄カン

パニー様と有限会社川内火薬店様の2社が受賞されました。

 また、講話では指宿市にあるメディポリス国際陽子線治療セン

ターから講師の方を招き、最新鋭のガン治療に関する講話が

ありました。色々な資料も配布されましたので関心のある方



 6月10日。いよいよ本社新社屋建設工事が本格的に始動

しました。来年初春の竣工を目指し植村組さんを中心に

日々安全作業で進められています。

 現在は、コーアツ工業さんを中心に基礎の杭打ち作業が

着々と行われているところです。

随時社内報でお知らせしていきますのでお楽しみに･･･

心の健康づくりについて講話を行う
領家氏（L.P.H）（右）

社員に訓示する東別府社長

昨年の安全大会以降に入社された
皆さん（右上）

グリーンヒルのロビーで集合写真
（左）

川内労働基準協会表彰（優良従業員）：中村 健太【原電】

鹿児島県社会保険委員会連合会表彰（会長表彰）：永田 恵【本社】

自衛隊鹿児島地方協力本部（就職援護功労感謝状）：株式会社 ガイアテック

業務に取組んでいきましょう。

重機の点検法について語る川内氏
（キャタピラー九州）（左）

重機の点検方法等を講習して頂いたり、㈱L.P.Hの

領家 節子氏をお招きし、「心の健康づくり」という

テーマで講話をして頂きました。安全大会を機に

日々の確実な点検の実施と自分自身は元より、共に

働く仲間の体と心の健康を気にかけながら、日々の

 28日の植村企業グループ安全大会に続き、31日に

8社合同安全大会が開催されました。

 合同安全大会では、全国安全週間に先駆け東別府

社長から訓示や各表彰者の紹介がありました。

 また、キャタピラー九州㈱の川内 伸孝氏をお招きし

【表彰受賞者の紹介 ② 】 



　第10回目は、各工場の重機のメンテナンス等でお世話になっている

【コマツカスタマーサポート 株式会社】さんです。

コマツカスタマーサポート（株）は「すべての現場にダントツのサポートを提供する」を

企業理念とし2018年4月にコマツ建機販売、コマツレンタル、コマツリフトの3社が統合し、

発足致しました。

3つの会社が持つ技術力、提案力を一つにし、お客様へ今まで以上にダントツの価値を

お届けするダントツパートナーで有り続けて行く事が弊社設立の目標です。

社名にはコマツの人と技術力で日本の現場を支え続けたいという思いが込められています。

九州沖縄地区の建設機械、フォークリフトが活躍するすべての現場において、ダントツのサポート

を提供して参りたいと考えています。現場が抱えるその課題に対してお客様とともに考え、互いに

進歩し、お客様と一体になって成長し、お客様にとってなくてはならない関係を目指して参ります。

私たち社員一同は『現場に則した最適の商品力』『ICTソリューション』『お客様の現場を止めない

安全、且つ的確なサービス力』『現場に最適な商品を提案出来る力』そして『将来の現場を変える

ICTソリューション』をお客様に提供出来る事を最大の使命と考え、努力して参ります。

弊社は株式会社ガイアテック様の各工場において長きに渡り油圧ショベル、ホイールローダー、

オフロードダンプトラック等をご採用頂き、又そのメンテナンスをさせて頂いております。

今後も株式会社ガイアテック様と一体となり成長させて頂きたいと思っております。

令和１年6月の植村企業グループ安全大会におきまして、ガイアテック様

の推薦により、協力会社表彰を頂きました、誠にありがとうございます。

表彰して良かったと思って頂けますよう、今後も精進して参ります。

お客様の現場で事故・労災を起こさないよう細心の注意を図り、ご迷惑を

おかけしないよう社員へ教育して参りますので今後とも宜しくお願い申し

上げます。

　株式会社 ガイアテック様との繋がり

　安全について･･･

　最後に･･･

 現在、私どもの鹿児島地区におきまして拠点となる鹿児島

支店をガイアテックの鹿児島工場様もございます南栄地区

に建設中です。８月に完成予定で、現在の支店から移転する

予定となっております。これに伴いまして、8月31日（土）と

9月1日（日）の2日間、完成記念のお披露目見学会を開催

する予定にしておりますので、ガイアテックの皆様も是非足

をお運び下さい。お待ちしております。

 今後も色々な形でガイアテック様の益々のご発展の

力になれればと思っております。

建設中の鹿児島支店

 去る6月10日にガイアテック様から7名の方々が、弊社

大阪工場の工場見学にお越し頂きました。

弊社のマザー工場の一つでもある大阪工場は、ここで

しか出来ない体験等もして頂けたかと思っております。

「 現場に一番近いコマツを目指して 」 



 　ガイアテックには、関連工場を含め17の工場と幾つかの部署があります。

第11回目は、ガイアテックでは一番大きい工場である【川内工場・川内ＬＬＰ】について紹介します。

　大所帯の工場ではありますが、安全については一人一人が常に自分の事だと捉え、面倒くさい事を

合わせをを行い、作業時には声を掛け合いながら事故・ケガ又は熱中症等ならないよう充分気をつけ

て作業を行うようお願いします。

川内工場・川内ＬＬＰのメンバー
（左）とカンパニーの2人（右

上）

事　故　多　発　！！

 6月は、3件の交通事故が発生しています。ほとんどが【確認不足】が原因であります。

世間でも連日のように事故のニュースが流れていますが、人ごととは思わずに、明日は我が身と捉え

一人一人が【まず確認】の意識を常に持ち習慣づけるようにして、今後事故ゼロを目指しましょう。

 また、梅雨の大雨により通常とは異なる作業が多くなる時期でもありますので、作業前には必ず打ち

全員で取り組んで参ります。

しまいました。

今年こそは無事故・無災害を目標に全員で安全意識を持って日々取り組んでおりますが…　　　

どちらも確認を怠った事と大丈夫だろうと過信、手抜きをしたことが原因となっております。

習慣づけ、また仲間同士で声を掛け合える職場づくりを目指して頑張って参ります。

無事故・無災害ではなくなりましたが、６１期に入り新期 （心機） 一転　これっきり　になるように工場

含め合計18名、他社籍混合チームで気持ちと力を合わせ頑張っております。

　現在、京セラ川内工場の増設工事への生コン出荷も終盤となり、久見崎土砂運搬道路関係の工事

に重要な業務を日々頑張って貰っております。

その期間、生コン車両協力会社として㈱田島技術、㈱吹上実総より協力を貰いガイアテックの一員とし

て地元既存顧客からの信頼、満足を得られるよう各現場への納品対応を一緒に行っております。

　九州で２番目に大きい一級河川川内川、その下流沿岸に広がる川内平野。

生コン、南国生コン㈱、㈱ガイアテックの３社で川内生コンＬＬＰとして協同連携し事業を運営しております。

すでに車両事故２件、品質不良クレーム２件発生しております。

あり、生コン及びアスファルト合材の製造、販売業務を行っております。

　生コン部門におきましては、平成28年10月から川内地区の生コン工場の集約化を目的として㈲有川

を主にまた川内駅東口コンベンション現場、久見崎トンネル道路現場の出荷を控えております。

　アスファルト合材部門も作業着はもちろん顔まで真っ黒になりながら、日々プラントのメンテナンスを

実施し夜間、休日を含め品質、安全第一で製造出荷を行っております。

　昨年を締めくくる『社内報だいち１２月号』では、事故災害発生件数トップの工場として見出しを飾って

　また原電プラントではプロジェクト完遂に向け、川内工場からも製造出荷、車両の固定人員として非常

　人員は、アスファルト合材製造出荷２名、カンパニー２名、川内生コンＬＬＰ９名、協力会社４名に私を

しばしば発生する霧の多さ、濃さに驚いた方も多いのではないでしょうか。

市の中心部より国道３号線を北へ約５㎞、ガイアテック本社並びに岩元工場と同じ敷地内に川内工場は

【川内工場 工場長：福永 信郎】 


